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1. はじめに 

近年, 身障者支援などを目的として脳と外部機器の間で情

報伝達を行う技術であるブレイン・マシン・インタフェース(Brain 

Machine Interface)に関する研究が広く行われつつある.本研究

では,先行研究[1]における,ヒトの矢印記号視認時に生じる事

象関連電位(ERP)の検出を,低価格かつ拘束性の低い脳波計

を用いて試み,その有用性を検討する. 

2. 先行研究と本実験で使用した脳波計の差異 

先行研究では販売価格が約 600 万円の脳波計(Synafit 

EE2500：日本 GE マルケット)が使用されていたが,本実験では

約 15万円の(Emotiv EPOC：Emotiv Systems)を使用して,対照

実験を行った. 

Emotiv EPOCは先行研究で使用されたものと比較して,性能

の面で大きく劣るが,低コスト・低拘束性などの利点を兼ね備え

ている. 

3. 実験条件 

実験は暗室で行い,被験者に提示する視覚刺激としては,上

下左右の方向を示す 4 種類の矢印記号(↑・↓・←・→)を使用

し,それらを表示する出力機器にはブラウン管ディスプレイを用

いた.ただし,Emotiv EPOCには視覚刺激の同期信号を入力す

るための外部入力端子が搭載されていなかったため,本実験

において解析の対象外である後頭部電極(O1)を代替入力端

子として,ディスプレイの画面端に設置したフォトトランジスタより

同期信号を検出・入力する手法を選択した.  

4. 実験方法 

被験者に対し,矢印記号を視覚刺激としてディスプレイの画

面中央に3秒間表示し,その後3秒間非表示にする(図1).以上

の試行を1サイクルとして,合計120サイクルの刺激提示を連続

して行った.提示される矢印記号の種類は 1 サイクル毎にラン

ダムなものとしたが,4種類の矢印記号(↑・↓・←・→)について,

それぞれの提示回数が 30回ずつとなるように調整した. 

 
図１．視覚刺激提示実験の 1サイクルの流れ図 

4. 実験結果 

先行研究[1][2]より,ヒトは提示された矢印記号の向き

を視認して認知する際,右中前頭回(MFG)において優位

な脳活動が発生することが確認されている.また,ERP に

ついては,矢印の種類によらず潜時 500 ミリ秒前後で振

幅に大きな変化が生じるが,その極性は視認する矢印の

種類に依存することなどが確認されている.そこで,本研

究においても矢印記号表示中に測定されたEEGを各刺

激の種類(矢印記号の種類)ごとに加算平均し,それによ

り得られた ERP(図 2・図 3)について検討する.   

また，解析に使用する頭皮電極には右 MFG の位置

に対応するAF4電極を選択した. 

 
図 2．右向きの矢印記号「→」を視認した際の ERP 

 

図 3．左向きの矢印記号「←」を視認した際の ERP  

図 2,3による結果から,Emotiv EPOCを用いて矢印記

号を視認した際に得られたERPに着目した際，右向きを

表す矢印記号(→)と左向きを表す矢印記号(←)をそれぞ

れ視認した際,どちらの場合においても潜時500ミリ秒前

後で振幅に大きな変化が生じており,その極性は逆とな

っていることが確認できる.また,上向きと下向きを表す矢

印記号「↑」と「↓」をそれぞれ視認した場合にも同様の

特徴が確認できた. 
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